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【修士論文概要書】 
 
中国雲南省・麗江古城は、歴史的には少数民族であるナシ族の政治・経済・文化の中心
として発達してきた都市である。1997 年 12 月、住宅建築とその集合体としての歴史的市
街地、並びに地理・歴史的背景を評価の対象として、ユネスコにより世界遺産リストに登
録された。 
麗江が長い歴史と文化を持つところは世界に知られていて、雲南省観光のスポットにな
っている。しかし、麗江古城の観光化が急速に進んで、地域の経済発展には大きな貢献を
したものの、経済的、社会的、文化的に大きなインパクトを地域に与えた。 
そのように、麗江古城は環境保全と観光開発の関係を適切に処理し、自然資源と人文資
源を保護し、観光産業の持続的可能な開発を実現することが求められている。 
一、研究背景 
麗江古城における観光客数は急速に増加し、観光産業を中心に大きな経済的効果をもた
らしている。一方、観光産業の発展に伴い、地元の少数民族を中心に先住民人口の減少や、
伝統的な建築物の様式、儀式、祭り、信仰、衣装、風俗、伝統的な工芸品などの有形・無
形を問わぬ文化遺産の消失といった社会問題が表面化し、ユネスコもこの点を指摘して中
国政府に向けた警告する事態となっている。 
 二、調査方法 
 調査方法としては現地住民と同地に流入した者への聞き取り調査、文献調査を主に行う。
加えて、麗江古城と関係を持つ、市役所職員にも麗江古城の観光開発との関わりについて
聞き取り調査を行う。 
三、論文の構成 
本論文の構成としては、まず、前節で記述した「麗江古城における観光的環境のあり方
を考えること」、「麗江古城における持続的可能な観光開発を分析すること」の二つを主題
に置く。 
  そして、主題を説明するために、まずは、第 1章において、研究背景と目的および調査
方法を研究して、研究内容を決めて、押さえておくべき概念として、観光的環境の説明を
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行う。 
  次に第 2章では、主に既存研究として行われている観光的環境の説明を行う。このシス
テムは古城が生態的、経済的、社会的、文化的資源の統合、古城保護と開発のための基盤
である。これらのリソースは、麗江の観光産業の持続的可能な発展に直接影響する。 
  第 3章では、まず、麗江古城観光の生態系を代表例として、観光開発の状況を紹介する。
その中で、水環境と住民生活の関係のあり方を考え、それに関しての保全対策を提出する。
そして、麗江古城の社会文化的環境における SWOT 分析を行う。SWOT 分析に基づいて、保
全対策を提出する。 
  第 4 章では，麗江古城における環境収容能力を研究しながら，環境収容能力の観点から
みた麗江古城の地域類型は社会・伝統文化継承型である。環境収容能力の制約要因により
検討を行う。 
  第 5章では、麗江古城における持続的可能な観光開発の方策を研究する。データにより
環境客数と観光収入の変化を考察すると、海外観光客は大量の流れ、観光スポットの整備
と増加、滞在期間の長期化、観光内容の充実化が観光収入を上昇させたが、観光発展に伴
い地域に大きな影響を与えたことも重要であると考えられる。 
  そして，第 6 章を本論文のまとめとする。 
四、おわりに 
 麗江市は完全に保存された歴史的都市として、建物の構造と建築の風格、民族風俗など
すべてが世界文化遺産としての特性を持つ。麗江古城は中国の古い町というだけではなく
て、世界文化のなかでも貴重な建造物が残存している。私達はこの町を適切に保護する責
任がある。 
麗江観光の持続的可能な発展を実現するためには、学際的かつ、複雑なプロジェクトが
必要である。本論文では観光開発の観点から、調査し、大量データ収集および分析を通じ
て、麗江観光の現状を研究し、麗江古城の問題点を指摘した。麗江古城の観光促進にとも
なって、開発が進み、その結果、麗江古城の建築風格および生態系環境などの破壊が進行
した。同時に古城の観光商業化のため、ナシ族の文化資源も大きく変わった。麗江古城の
維持管理が不十分であるため、入域者数が観光環境収容能力を超えるなど様々な問題に直
面している。 
最後にこれらの問題を解決するため、筆者は世界遺産の保護理念を確立し、麗江古城の
保護政策と法規を改善することを提案した。古城の内部環境を改善保護することにより、
高品質の麗江観光モデルが打ち立てられ、麗江古城の観光的環境が一新される。本論で提
示したデータとアプローチは, その初歩的な段階であり, 今後のフォローアップに期待し
たい。今後の課題は麗江古城の観光環境収容能力について関連の研究を行うことである。 
